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 クラブチャーター１周年を迎えて 

 会 長 平井孝次郎 

 

        早いもので石巻広域ワイズメンズ

クラブがチャーターして一周年を

迎えました。まだまだこれからのク

ラブではありますが、この一年間を 

振り返り感謝をもって設立の最初の舞台となった石 

巻グランドホテルにて一周年記念例会を持ちました。 

昨年の５月２８日総数１２８名のご参加をいただ

き点鐘、ワイズソングのあと石巻山城町教会の関川牧

師によって聖書・ぺデロの手紙４：10－11 が朗読と

祈祷がささげられ、国際協会より加盟認証状が授与さ

れました。来賓として出席された亀山市長始め石巻商

工会議所浅野会頭よりご祝辞をいただきその他多数

の方々よりご祝辞、激励の言葉をいただきました。祝

会では東日本区利根川理事より乾杯の挨拶をいただ

いて会食・懇談となり楽しい一時を持ち得ました事

は、当クラブにとりましても感謝でありました。 

当クラブの設立にとりまして東京ＹＭＣＡ、仙台Ｙ

ＭＣＡ、全国のワイズメンズクラブのバックアップが

あったことを忘れてはなりません。またこの背景に聖

書に示された神のみ言葉について考える神の栄光が

現わされるように導かれることを祈りたいと思いま

す。一年間を振り返って感謝したいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月のテーマ＞： 評価 

６月第一例会プログラム 

日 時 ６月１６日（金）18:30～20：30 

    場 所 ＹＭＣＡ石巻センター 

 

         司会 清水弘一 

１．開会点鐘          会長 平井孝次郎 

２．ワイズソング             一 同 

３．会長あいさつ            平井会長  

４．聖句朗読・食前感謝         黒田 敦 

５．食事・懇談 

６．メンバースピーチ           

    株式会社いしかわ 代表取締役 石川光晴様 

    テーマ「健康とコーヒー」 

～美味しいコーヒーをいただきながら～ 

７．諸報告と連絡             各担当 

 

８．HAPPY BIRTHDAY                       会 長 

    9日：阿部安子さん・関川祐一郎さん、 

20日：千葉雅俊さん、24日：木村哲夫さん 

９．スマイル 

 

１０．閉会点鐘         会長 平井孝次郎 

 

＝＝ 2016－2017 年度 主題 ＝＝ 

ク ラ ブ 会 長  平井幸次郎「地域を見つめて、楽しく奉仕を」 

北 東 部 部 長  長岡正彦（もりおか）「明日のために、いま土台を築こう」 

東日本区理事   利根川恵子（川越）「明日に向かって、今日動こう」 

アジア地域会長  Tung Ming Hsian（台湾）「ワイズ運動を尊重しよう」 

国 際 会 長  Joan Wilson(カナダ)「私たちの未来は、今日より始まる」





 

  ＜今月の聖句＞ 

「何事にも時があり 天の下の出来事に 

はすべて定められた時がある」 

（コへレトの言葉３：１） 

 

会 長  平井孝次郎 

副会長  日野 峻 

書 記  末永 博 

会 計  清水 弘一 

担当主事 黒田 敦 

ブリテン 関 喜一郎 

 

 

     

＜５月のデータ＞ 

【例会出席率】  在籍 23 名 メーキャップ 0 名 出席率 13／23  57％ 

    5 月例会出席者：メンバー13 名、ゲスト 8 名、ビジター17 名、協力会員 1 名 

 【スマイル】  今月  29,300 円、累計 120,467 円 

 【ファンド】   今月       0 円、累計 229,456 円  

  【 B  F 】    今月      0 円、累計    0 円 
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日 時 2017 年 4 月 21 日（金）18：30～20：30 

場 所 ＹＭＣＡ石巻センター 

出席者 平井、日野、石川、阿部（安）、阿部（か）

木村純、菊地、黒田、関川、清水、西村、

大林、ゲスト：櫻井育子さん（生涯発達支

援塾 TANE） 

１．開会点鐘            平井会長 

２．ワイズソング          全員 

３．ゲスト紹介           司会 

４．会長あいさつ          平井会長 

５．聖句朗読・食前感謝       平井会長 

６．食事・懇談 

７．ゲストスピーチ 

   生涯発達支援塾 TANE（たね） 

   発達コーディネーター 櫻井育子さん 

    テーマ：「支援塾 TANE の活動と課題」 

＜スピーチの概要＞ 

本日のゲストスピーカーは日野ワイズとお付き合

いのある櫻井育子さん、東日本大震災発生時は南浜

町に住み津波で大きな被害を蒙った。石巻市内で発

達障がいや適応障がいをもつ子どもを支援する

「TANE」を立ち上げ、発達コーディネーターとし

て活躍中である。1979 年生まれ、元特別支援学校教

諭、東北福祉大学福祉心理学科卒業後、宮城教育大

学大学院で障がい児教育を研究。ソーシャルスキル

トレーニング研究と実践を行う。2005 年～NPO 石

巻広域アドベンチャークラブ、2017 年～NPO 秦海

の杜の支援プロデュサーを勤める。そして大学時代

は仙台ＹＭＣＡのボランティアリーダーとしてキャ

ンプに参加したという。現在は、就労を意識した指

導に力を注ぎアドベンチャーなどのプログラムを展

開しているが、震災発生から 6 年が経ち、助成金が

打ち切られることが今後の大きな課題と話された。 

８．諸報告と連絡 

（１）YMCA ストレッチヨガ教室（第 2 回） 

（２）東日本区次期クラブ研修会報告 

（３）防災都市御殿場オープンハウス石巻物産販売 

（４）東日本大震災被災者追悼礼拝報告 

（５）西日本阪和部東北支援ツアー一行慰霊の訪問 

（６）学生 YMCA 被災地ボランティア活動 

（７）東京 YMCA 医療福祉専門学校支援ワーク 

 

 

 

 

 

 

（８）石巻市名振地区「津波の石碑建立記念桜植樹 

式」実施報告 

（９）名古屋グランパスクラブ被災地支援報告 

（１０）4 月～7 月クラブ行事予定 

（１１）YMCA 報告（黒田） 

９．HAPPY BIRTHDAY（ひとこと） 

   5 日：千葉德正さん、18 日：石川光晴さん 

  25 日：菊地信忠さん 

１０．スマイル          6,286 円 

１１．閉会点鐘          平井会長 

 

 

 

日 時 2017 年 5月 6 日（土）18：30～20：30 

場 所 ＹＭＣＡ石巻センター 

出席者 平井孝次郎、日野峻、木村純、清水 

１．開会点鐘             平井会長                                                         

２．ワイズソング                               

３．会長あいさつ          平井会長                     

４．諸報告                           

（１）北東部第 3 回評議会報告（日野） 

（２）第３回 YMCA ストレッチヨガ開催報告 

５．協議事項 （平井会長） 

（１）東京たんぽぽ Y サービスクラブ 15 周年記

念例会について 

（２）５月一周年記念例会の開催について 

   日時 5 月 27 日（土）17 時～19 時 30 分 

   場所 石巻グランドホテル 

    ＜主なプログラムの内容＞  

①石巻かほく編集局編集部長 伊藤浩 様 

②ソロギター演奏 Tacchy（タッチ―） 

   会費 3,000 円 

（３）６月拡大役員会の開催日について 

   日時 2017 年５月 27 日（土）20 時～21 時 

   場所 鳥厚（とりこう） 

（４）第 20 回東日本区大会への登録について 

（５）妙高クラブ支援ワーク実施計画について 

（６）第 27 回アジア太平洋地域大会登録について 

（７）クラブ通信５月号の発行について 

（８）今後の主なスケジュールについて 

     ①被災地支援マグロ解体ショー（7 月 1 日） 

（９）末永ワイズの退会取り扱いについて 

６．閉会点鐘           平井会長 

 

 

 

 

  

 

５月拡大役員会報告 

 

４月第一例会報告 

 

＜４月のデータ＞                 

【例会出席率】                                  

 在籍 23 名 メーキャップ 0 名  

出席率：12／23  52％ 

    4 月例会出席者：メンバー12 名、ゲスト 1 名 

 

【スマイル】  今月  11,628 円、累計  91,167 円 

【ファンド】  今月     0 円、累計 229,456 円  

【 B  F 】  今月      0 円、累計    0 円 
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チャーター1 周年記念例会 

 

 

チャーター1 周年記念例会 5 月 27 日 チャーター１周年記念例会  5 月 27 日 

 

  特 集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1 周年記念例会の報告＞ 

 昨年 5 月 28 日にチャーターしてちょうど 1 年を迎えた 5 月 27 日に、同じ場所でささやかながら一年記

念例会を開催しました。この一年間、東日本大震災の復旧・復興事業が進む中、自らの生活再建を携えな

がらのメンバーも多い中で、全国のワイズメン・メネットやＹＭＣＡ関係者の支援は大いに励まされ、初

代平井会長と仙台ＹＭＣＡのご配慮で例会場所を与えられたのも幸運でした。また地元の皆さんの協力と

ご理解で毎月例会を持ちながら、新しい会員も 2 名増えました。地元石巻ではワイズメンズクラブの知名

度はまだまだこれからですが、記念例会にはこの一年間お世話になったマスコミの代表者、地元でご活躍

中の方、NPO 代表者など、そして仙台、盛岡、東京から多くの仲間が出席して励ましていただきました。 

2 年目に入りましたが、メンバー一同新たな目標と課題を設定して進んでまいりたいと思います。（日野） 

チャーター１周年記念例会報告   2017 年 5 月 27 日 

第一部 記 念 会（17：00～18：00） 

 

              司 会 黒田 敦 

１．前奏 

２．開会点鐘        会長 平井孝次郎                                          

３．ワイズソング        一 同                                     

４．聖句朗読・開会祈祷              

仙台YMCA会長 菅野 健 様 

５．会長あいさつ      会長 平井孝次郎                      

６．ゲスト・ビジター紹介           司 会                                          

７．来賓あいさつ              

仙台ＹＭＣＡ総主事 村井 伸夫 様 

起案家/東京むかでクラブ  城井 廣邦 様 

８．ゲストスピーチ              

石巻かほく編集部長 伊藤 浩 様 

テーマ：「東日本大震災と物言わぬ語り部」 

          ～絵本・帰ってきた小舟から～ 

 

９．次年度会長方針    次期会長 日野 峻 

   

１０．閉会点鐘       会長 平井孝次郎                                         

 

 

＜ 記念写真撮影 ＞ 

 

 

第二部 感 謝 会（18：05～19：30） 

 

司 会   清水 弘一 

１.開会セレモニー                 

ギター演奏 Tacchy(タッチー) 

 

 

 

 

 

 

２.乾杯 ４ワイズ連絡会議 代表幹事  

仙台青葉城クラブ  会長 加藤 重雄 様 

３.食事と懇談                 

４.励ましのことば 

 仙台大学客員教授・登米伊達家 伊達 宗弘 様

石巻日日新聞社 常務取締役 武内 宏之 様 

５.クラブメンバーの紹介       司 会  

                                                        

６.ハッピ―バースディー  会長  平井孝次郎                              

5日：遠藤元気さん、6日：清水弘一さん、  

10日：木村孝禅さん,12日： 関川いずみさん・

西村富子さん、15日：関 喜一郎さん、 

16日：木村純さん、19日：黒田敦さん 

 

７. 諸連絡とアピール （ＹＭＣＡ報告他）                                  

８．スマイル 

９．ＹＭＣＡの歌 

１０．閉会あいさつと点鐘                   

次期会長  日野 峻 

 

 

 

 

 

 

タチバナ カズアキ：ニックネーム Tacchy（タッチー） 

仙台市出身・在住。15歳よりエレキギターを弾き始め、

ロック、ブルース、ポピュラー、クラシックなど様々

なジャンルで演奏活動中。 

タチバナ カズアキ：ニックネーム Tacchy（タッ

チー） 仙台市出身・在住。15歳よりエレキギタ

ーを弾き始め、ロック、ブルース、ポピュラー、

クラシックなど様々なジャンルで演奏活動中。 
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記念例会出席者名簿  ＜敬称略＞ 

№ 名 前 所 属 先 

1 伊達 宗弘 仙台大学客員教授（登米伊達家） 

2 伊藤 浩 石巻かほく編集部長 

3 武内 宏之 石巻日日新聞社常務取締役 

4 櫻井 育子 生涯発達支援塾 TANE 

5 坂本 忠厚 柴田町立柴田小学校校長 

6 山根 康宏 一般社団法人石巻じちれん 

7 菅野 健 仙台 YMCA 会長 

8 村井 伸夫 仙台 YMCA 総主事 

9 伊藤 剛士 日本ＹＭＣＡ同盟 

10 橘 一章 ギターリスト / Tacchy 

11 城井 廣邦 起案家 / 東京むかでクラブ 

12 林 昭宏 石巻グランドホテル副支配人 

13 井上 修三 もりおかクラブ（会長） 

14 井上 優子  〃  メネット 

15 吉田 一恵 仙台クラブ（会長） 

16 横倉 純  〃 

17 加藤 重雄 仙台青葉城クラブ（会長） 

18   〃 真子  〃  メネット 

19 金原 譲  〃 

20   〃 道子  〃  メネット 

21 涌澤 博  〃 

22 川上 直哉  〃 

23 南澤 一右  〃 

24 及川 浩美 仙台広瀬川クラブ（会長） 

25 門脇 秀知  〃 

26 加藤 研  〃 

27 青木満里恵 石巻広域クラブ 

28 阿部 安子  〃 

29 石川 光晴  〃 

30 石田 信正  〃 

31 黒田 敦  〃 

32 櫻井美智江  〃 

33 清水 弘一  〃 

34 千葉 雅俊  〃 

35 木村 孝禅  〃 

36 木村 純  〃 

37 西村 富子  〃 

38 日野 峻 〃（副会長） 

39 平井孝次郎 〃（会長） 

 

＜絵本「帰ってきた小船」＞ 

        石巻かほく編集部長 伊藤 浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご挨拶をいただいた来賓の方々＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災から 5 年の 2016 年 3 月 11 日、津波 

で漂流し、米ハワイ州オアフ島で発見され、石巻 

市雄勝町波板の和船「第 2 勝丸」が奇跡の帰還を 

果たした。ハワイ沖で実習していた宮城県水産高 

校の生徒たちが乗船する県の実習船「宮城丸」に 

乗せて、持ち帰った。関係者の熱い思いと、国境 

を越えた支援、協力が実を結んだ。震災ではかけ 

がえのない大切な多くのものを失った。一方で、 

得るものもあった。その一つが互助の精神。人が 

生きていく上で大切なことをこの出来事は教え 

てくれた。船は今、震災遺構として、波板の海の 

見える場所に置かれ、「物言わぬ語り部」として、

震災の教訓を伝えている。歴史的にも珍しい貴重 

な出来事だけに、子どもたちの記憶にも残してほ 

しいとの思いで連載し、絵本として出版するに至 

った。国内外の一人でも多くの子どもたちに手に 

してもらうことを心から願いたい。 

（絵本あとがきより転載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文 伊藤 浩 / 絵 石川かおり / 英訳 千葉直美 

 

  

菅野 健氏 

 

伊藤 浩氏 

 

橘 一章氏 伊達宗弘氏 

 

武内宏之氏 

  

加藤重雄氏 

村井伸夫氏 
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 東日本区の記念すべき 20 回大会が江戸の面影を

残す川越市で、6 月 3 日（土）と 4 日（日）の両日

ウエスタ川越で行われた。石巻広域クラブからは平

井会長、日野次期会長、阿部安子ワイズ、関ワイズ、

清水ワイズの 5 名が参加した。 

 大会テーマは「これまでの 20 年、温故知人、明日

に向かって新しい出会いを」のもと、梅雨入り前の

天候にも恵まれ 425 名の参加者が一堂に会した。午

前中は年次代議員会、メネットアワー、担当主事会、

ユースの会が開かれ、平井会長は年次代議員会に出

席した。代議員会では東日本区定款改訂案など計 11

議案が提案され、審議の結果、すべての議案が承認

された。午後 0 時 45 分、「川越祭りのお囃子連」の

出し物でオープニングセレモニーがスタートした。 

 
全 61 クラブのバナーセレモニーの後、利根川理事の

開会宣言・点鐘で開会式。来賓は、河合川越市長、

粂原小江戸川越観光協会会長、神崎日本ＹＭＣＡ同

盟総主事、タン・ミン・シャオアジア・太平洋地域

会長、岩本西日本区理事の 5 名が挨拶された。東日

本区アワー（１）の最後に東日本大震災・熊本地震

支援に対して、清水ワイズが「東日本大震災支援感

謝とこれから」と題して動画を使って報告した。 

一般公開とした記念講演は

「ローカル線を救うおもてな

し」～危機を乗り越え、地域

を元気にする方法～と題して

いずみ鉄道株式会社代表取締

役社長 鳥塚亮氏の 90 分間の

講演は迫力満点の内容で聴衆

を引きつけ、今大会のハイラ

イトであった。（→写真） 

  

 

 

 

 

 

 

 

会場到着後、全員で奮闘した石巻物産品の販売は、 

晩餐会が始まる午後 6 時前には完売することができ、

後片付けをして多目的室での晩餐会に参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

着席で行われた晩餐会は再会の挨拶や地元グループ

出演のジャズバンドで盛り上がり、最後は、次年度

の区大会をホストする沼津クラブのアピールで第一

日目は終了しました。（↑晩餐会） 

 大会 2 日目は聖日礼拝で始まりました。本日が、

ペンテコステの第一日目にあたり、ふじみ野バブテ

スト教会の大嶋博幸牧師が「希望の力、イエス」と

題して奨励されました。東日本区アワー（２）の表

彰式では、チャーターして 1 年目の石巻広域クラブ

は、理事表彰では「優秀クラブ賞」、会員増強事業で

は①「EMC-M（新入会員獲得）努力賞」②「ノンド

ロップ（退会者ゼロ）賞」の 3 部門の表彰を受けま

した。（↓表彰写真 3 件写真） 

理事役員引き継ぎ式では利根川恵子理事（川越）か

ら栗本治郎（熱海クラブ）にバトンが引き継がれ、

中でも「Ｅ・Ｍ・Ｃ」対して危機感と力強い所信表

明がありました。（↓写真） 

 

 

 

 

 

 

 

閉会式では、川越クラブから沼津クラブに大会旗が

引き継がれ、全員でＹＭＣＡの歌を謳い、お互い再

会を誓っての閉会となりました。松川実行委員長を

始め大会実行委員会の皆さま、すばらしい大会をあ

りがとうございました。       

▼理事表彰、会員増強事業表彰 2 件を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

▼平井会長が 60 年振りの再会を果たしました。 

 本年 2 月東山荘で開催された東西交流会での資料

がきっかけで、富士山部・富士クラブの樫村好夫さ

ん（第 7 代東日本区理事）と 60 年振りに川越大会で

再会を果たされました。詳しくは例会で。（写真） 

 

第２０回東日本区（川越）大会報告 
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▼信越妙高クラブが第 11 回目の支援ワークを実施 

「困難な中にある方々、弱っている方々の少しでも 

お役に立ちたいとの願いを持って、石巻に行って、 

年配者でも出来るささやかなお手伝いをさせて頂き、 

見て、聴いて、感じて、学んで、考えよう！」の趣旨の下 

をもって震災直後より毎年 2回、春と秋とに実施して 

きて今回で 11回目のワークとなった。 

6月 13日（火）＜第 1日目＞ 

 復興事業が進む南三陸町志津川町、防災庁舎、新しくなっ 

くなったさんさん商店街などを視察、夜は石巻広域 

クラブメンバー有志との交流会をもった。 
   

6月 14日（水）＜2日日目＞ 

 牡鹿半島寄磯浜で寄磯小学校屋外草刈り作業など

のワークで汗を流した。終了後は地区会長、寄磯小

学校の校長先生や地元の皆さんとの交流会で、地元

名産のホヤ尽くし料理で昼食をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

         ↑ 

＜寄磯小学校清掃＞ 

 

       → 

＜地区の皆さんと 

の交流会 

 

6月 15日（木）＜3日目＞ 

 午前は東松島市響仮設住宅、午後は室浜復興住宅

の清掃と津波の被害で廃校となった旧野蒜小学校に

入居する地元 NPO 法人の引っ越し作業を手伝った。 

夜は、西村ワイズが入居する復興住宅でご苦労さん

会を兼ねて石巻広域クラブとの夕食会をもった。 

6 月 16 日（金）＜4 日目＞ 

 今回は福澤会長以下 5 名が参加、4 日間、暑さの

中お疲れ様でした。午前、妙高高原へ帰発。 

 

▼ＹＭＣＡお楽しみストレッチヨガの開催 

 6 月 23 日（木）新蛇田地区復興団地集会所におい

て今回で 4 回目となるお楽しみストレッチヨガが開

かれた。回を追うごとに参加者が増え、今回は 18 名

となった。金森千穂講師の楽しいトークも人気で今

回は新しいメンバーが 5 名も増えた。心地よい汗を

流した後はお茶とお菓子をいただきながら皆でおし

ゃべりを楽しんだ。次回は 9 月 7 日（木）に行われ

ることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 金森 千穂 

２か月に一度、石巻市営新蛇田第一集会所を会場

にストレッチヨガを開催しています。初めて伺った

時は震災の話はタブーだと思っていましたが、2 回

目に伺った時には皆さんから震災当日の話をしてく

ださり本当に大変な思いをされたのだなあと思いま

した。しかし、その時に言われた「何も無くなって

も命があるだけで十分。今こうしてやっていられる

ことがありがたいね。」という言葉に、心の強さを感 

 

 

 

 

 

じました。 

 先月３回目が終了しました。「からだがすっきりし

た感じだね！」と喜んでいただけるので私もとても

嬉しい気持ちになります。内容は、シナプソロジー

という脳を活性化するプログラムでコミュニケーシ

ョンをとり大笑い！それからご自身の体に目を向け

るストレッチヨガを行います。ヨガ終了後はお茶飲

みタイムです。近況報告やこれからの活動について

お話します。２月は「ピンクシャツデー」のお話に

共感してくださり、

「来年はみんなで

ピンクシャツを着

よう！それまで元

気でいなくちゃ

ね！」と話してく

ださいました。（↑上左写真）私も毎回皆さんとお会

いできることがとても楽しみです。 

 これからも復興住宅にお住いの皆さんの心と体の

健康に少しでもお役にたてるよう、今後も皆さんと

ストレッチヨガを楽しく続けていきたいと思います。 

（＊次回は 9 月 7 日（木）10 時より石巻市新蛇田集会所にお

いて行われますので、ぜひご参加ください。） 

 

 

 

 

 

 

＜投稿＞YMCA ストレッチヨガ 
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【 理事通信抜粋・2017 年 6 月 12 日号 】 

        

東日本区第２０代理事 

        利根川 恵子（川越クラブ） 

あいさつ 

 いよいよ理事通信最終号となりました。1 年間、

お読み頂きありがとうございました。 

 さて、私の理事の任期も残すところ 20 日となりま

した。「明日に向かって、今日動こう」を主題として、

とにかく区の活性化には行動のみという気持ちで、1

年間、出来る限りの会議、行事に出席し、できるだ

け多くのメンバー、メネット、その他関係者と直接

お話をする機会を作る努力をしてまいりました。会

員増強には大きくはつながりませんでしたが、各部

長のリーダーシップの向上、ＹＭＣＡとの協働の強

化には貢献できたのではないかと感じております。 

 もう一つの重点であった東日本区設立 20 周年記

念事業の実施に関しては、第 2 回東日本区交流会を

盛大に開催することができました。また 20 年誌も編

集中です。 

 その上、東日本区定款改訂案を年次代議員会でご

承認いただき、次のステップへと進めることができ

ました。 

 さらに、別途特集号をもってご報告いたしますが、

第20回東日本区大会も425名のみなさまの参加をも

って、無事終了することができました。11 名という

小さな川越クラブが埼玉・所沢クラブのご協力と、

さらに関東東部のご支援により、何とかホストクラ

ブの大役を果たせたことに感動を覚えます。 

 振り返ると長いようで短い 1 年でした。各事業主

任、各委員会委員長および委員のみなさま、専任委

員のみなさま、監事、各部部長、各クラブ会長のみ

なさま、多大なご支援をいただき誠にありがとうご

ざいました。2016－2917 年度をみなさまが特別な年

として覚えていてくださることを願います。 

 

担当主事 黒田敦 

▼仙台ＹＭＣＡ2017 年バザーに出店協力 

 6 月 11 日（日）に開催されたＹＭＣＡバザーは晴

天に恵まれ、開始の合図前から行列ができ大勢の来

場者、ボランティアに人たちで賑わいました。 

石巻広域クラブからも初めて出店していただき日野

ワイズ、清水ワイズ、ボランティアの郷内さんに手

伝っていただきました。田伝むし、石川コーヒー、

くじらのしっぽ、平孝酒造さんから提供してくださ

った商品販売からの益金 40,400 円をＹＭＣＡの活

動に献金することができました。そして、①児童養

護施設の子どもたちの支援、②障がいのある子ども

たちの支援、③子どもたちの健全育成活動を支える

ボランティア育成支援に用いられます。 

 

 

 

 

 

▼４ワイズメンズクラブ担当主事について 

 ワイズメンズクラブの新年度は 7 月からですが、

引き続き石巻広域ワイズメンズクラブは私黒田です。

他の 3 クラブ担当主事も変わりません。仙台クラ

ブ：鈴木陽子 仙台青葉城クラブ：伊藤雅宣 仙台

広瀬川クラブ：荒木啓二となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               

 

 

 

 

 

★７月～８月クラブ行事予定 

7月 01日(日)  新蛇田地区マグロ解体ショー 

7月 06日(木) 荻浜津波の教え石第 8回打合せ会 

7月 06日(木)  7月拡大役員会および平井直前会 

長感謝会(日高見蔵チャペル) 

7月 27日(木)  7 月クラブ第一例会 

8 月 06 日(日)  横浜室内合奏団震災復興支援コンサート 

  （11 時:万石ささえあい拠点センター 16 時：百俵館） 

8月 10日(木)  8月クラブ拡大役員会 

8月 19日(土) 東京 YMCA 医療専門学校ワーク 

8月 24日(木)  8月クラブ第一例会 

   

 

仙台ＹＭＣＡニュース 

 

 

2016－2017 第 3 回北東部評議会報告 

日 時 2017 年 4 月 22 日（土）13 時～16 時 

場 所 宇都宮ＹＭＣＡ/さくらんぼ幼稚園 

出席者 平井会長、日野副会長、清水会計 

 長岡部長のもと今年度最後の評議会が宇都宮市

で行われ、部長、事業主査、各クラブ会長報告の

後、2 議案の協議がありました。北東部バナー製

作の件は継続審議、北東部部長選出方法について

は、いままで議論された 2 分割論（①みちのくエ

リア②北関東エリア）は留保し、それぞれのエリ

アから隔年で選出することになった。（弘） 

 


